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高校卒業予餞式(2026.2.10)

この日、本校の第75回高校卒業予餞式が行われました。

高校生の卒業は 3 月 1 日ですが、本校では下宿生が多く、その引き払いや私立大学や国公立大学の受験

日程を考慮して、例年 2 月 10 日に卒業予餞式を行い、卒業生を送り出します。この日、中学生は休日と

なり(3 学期中間試験がすぐにありますので、中学生にとってこの日は存分に勉強するチャンスです)、卒業

生のほか、高校1・2年生と、卒業生の親御さんが参加して式が行われました。

10 時ちょうど、拍手とビューグラーズ(吹奏楽部)の演奏の中、卒業生が入場します。6 クラス、約 200

名の生徒の入場が終わると、全員でラ・サール賛歌を歌い、卒業証書の授与が行われました。

本校では卒業生が一人ずつ登壇し、それぞれが校長から卒業証書を受け取ります。その間BGMが低く流

れてはいるものの、担任が卒業生の名を呼び、卒業生が返事をする以外には拍手も歓声も一切なく、式は厳

粛そのものです。しかし、その静けさ故に、思いは広がります。私たち教員にとっては、卒業生が名前を呼

ばれ、証書を受け取り、降壇するまでの短い間に、その生徒の在学中の思い出が次々とよみがえります。一

人一人スポットライトを浴びる先輩の姿を見守る後輩も、寮生活、部活、学校行事など、様々な出来事の中

でお世話になった場面を思い起こしていることでしょう。親御さんにとってはなおさらのことで、特に中学

からご子息を寮に預けられた親御さんにとっては、小学校を卒業したばかりの幼い我が子を断腸の思いで手

放されて以来今日までのさまざまなできごとが胸中を去来し、それだけに感慨も一入なのだと伺います。

立派に成長し、端正な所作で証書を受け取る一人一人の卒業生を見守りながら、会場は思い出と卒業生へ

のお祝いの気持ちで満たされ、それ故に雰囲気は厳粛でありながらとても温かなものでした。

続いて校長式辞、ＰＴＡ会長・同窓会長の祝辞、在校生送辞が卒業生に贈られ、それぞれの立場から卒業

生にエールが送られました。それらを受けた卒業生代表による答辞は「夢から逃げず、現実からも逃げず、

この世界が少しでも良くなることを信じ、考え続け、行動し続ける。我々にその責任を引き受ける覚悟があ

ることをここに誓う」と力強く締めくくられました。

「 」 。 、 。その後 蛍の光 を斉唱します 本校では一番を日本語で 二番をスコットランド語でそれぞれ歌います

入学時は珍しかったこの歌詞も、毎年歌っているうちになじんできます。

そして保護者記念品贈呈、保護者代表謝辞をいただいた後、卒業生は退場しました。一人一人の所作は最

後まで、場にふさわしい堂々たるもので、卒業証書を手に退場する卒業生に会場から大きな拍手が送られま

した。

式後、生徒たちは各クラスで最後の終礼に臨み、その上で全員がカフェ・ラ・サール(学生食堂)に改めて

集合し、親御さんを交えてお別れの会が開かれました。校長や学年主任始め、担任や副担任からの話、教員

への花束贈呈、まもなく定年退職する担任に対する生徒からの感謝のセレモニーなどが行われ、卒業生は皆

それぞれにこの学校生活の締めくくりとなる言葉の花束を受け取りました。

、 、 、 、最後には卒業生全員が 校長や教員も巻き込み 肩を組んで 会場いっぱいに広がる大きな円陣をつくり

ラ・サール賛歌を歌いました。この歌は全世界に約 1000 校あるラ・サールスクールの共通の歌で、本校

の校歌に当たるものです。実は参加者全員が肩を組みラ・サール賛歌を歌うことは、各地区の同窓会総会ば

かりでなく各期生の同窓会でも毎回必ず行われています。卒業生の元気な歌声を聴きながら、彼らがこの 3

年ないし 6 年間にこの学園で培った絆の強さを改めて感じるとともに、それがこの先何十年も続いていく

であろうことを確信しました。

お別れ会が終わると、生徒たちは旧修道院があった場所に整備されたラ・サーリアンスクエアに集合して

集合写真を撮り、一応お開きとなりました。しかし多くの生徒も親御さんもこの場を立ち去りがたく、卒業

アルバムに寄せ書きをしたり、先生にサインを求めたり、友人同士が抱き合ったり、部活ごとに待っていた

後輩たちが祝福をしてくれたりと、ラ・サールでの最後の時間を心ゆくまで楽しみました。

卒業予餞式から国公立大学の入試まで約２週間。卒業生が皆ベストを尽くし、吉報を届けてくれることを

大いに楽しみにしています。
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